概要総括① 

		人間ドック健診施設機能評価認定施設対象 ニンゲン ケンシン シセツ キノウ ヒョウカ ニンテイ シセツ タイショウ
		移転等に伴う認定継続のための届 イテントウ トモナ ケイゾク トドケ

		記載日 キサイ ビ

		施設名 シセツ メイ
		認定年月日＊ ニンテイ ネンガッピ
		移転日・変更日 イテンビ ヘンコウビ
		変更後、健診開始日 ヘンコウ ゴ ケンシン カイシビ
		＊認定証に記載の年月日 ニンテイ キサイ ネンガッピ


		変更内容（該当するすべてにチェック） ヘンコウ ナイヨウ ガイトウ
			経営母体の変更 ケイエイ ボタイ ヘンコウ
			新築移転 シンチク イテン
			既存の別建物へ移転 キゾン ベツ タテモノ イテン
			同建物内の別場所へ移転 ドウ タテモノ ナイ ベツ バショ イテン
			その他（概要を自由記載） タ ガイヨウ ジユウ キサイ


		変更前後の施設形態の変化（例にならって自由記載） ヘンコウ ゼンゴ シセツ ケイタイ ヘンカ レイ ジユウ キサイ
		例）医療法人から学校法人へ、単独施設からビルテナントへ、病院内施設から単独施設へ　等 レイ イリョウ ホウジン ガッコウ ホウジン タンドク シセツ ビョウイン ナイ シセツ タンドク シセツ トウ


		移転・変更理由（概要を自由記載） イテン ヘンコウ リユウ ガイヨウ ジユウ キサイ


		移転前と移転後の施設間距離（移転の場合はチェック） イテン マエ イテン ゴ シセツ カン キョリ
			1km未満 ミマン
			1～5km
			5～10km
			10km以上 イジョウ
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調査票概要総括①②および調査票p1～8にご入力ください。
　※グレー色のセルは自動計算で自動入力されます
　※ご提出後に事務局からお問い合わせさせていただく場合がございます。

概要総括②
		施設形態の変化に伴う変更点（それに伴う配慮）など（概要を自由記載） シセツ ケイタイ ヘンカ トモナ ヘンコウテン トモナ ハイリョ ガイヨウ ジユウ キサイ

		評価委員会が確認する事項を、施設で事前に自己評価し、報告していただきます。右記「機能評価Ver.4.0 各領域の評価項目」を参考に、①変更点について、②前回受審時の課題改善の進捗について、記載をお願いいたします。（その他、補足事項等がありましたらご記入ください） ヒョウカ イインカイ カクニン ジコウ シセツ ジゼン ジコ ヒョウカ ホウコク ウキ カクリョウイキ ヒョウカ コウモク サンコウ ヘンコウテン ゼンカイジュシン ジ カダイ カイゼン シンチョク キサイ ネガ ホソク ジコウ トウ キニュウ



		第１領域：理念達成に向けた組織運営 ダイ リョウイキ リネン タッセイ ム ソシキ ウンエイ
		＊運営方針、職員体制、情報処理、委託状況、感染性廃棄物処理などについて ウンエイ ホウシン インズウ ショクイン タイセイ ジョウホウ ショリ イタク ジョウキョウ カンセンセイ ハイキブツ ショリ
		【受審施設記入欄】 ジュシン シセツ キニュウラン

		【サーベイヤー記入欄】 キニュウラン
														※詳細は、書面調査票P2を参照




		第２領域：受診者中心の良質な健診の実践
		＊検査の流れ（動線・外来患者との交差）、施設環境、検査の管理体制、結果説明、保健指導などについて ケンサ ナガ ドウセン ガイライ カンジャ コウサ シセツ カンキョウ ケンサ カンリ タイセイ ケッカ セツメイ ホケン シドウ
		【受審施設記入欄】 ジュシン シセツ キニュウラン

		【サーベイヤー記入欄】 キニュウラン




						※詳細は、書面調査票P7を参照 ショウサイ ショメンチョウサヒョウ サンショウ







		第３領域：継続的な質改善の取り組み
		＊フォローアップ、継続的な改善のしくみ、利用者への情報提供などについて ケイゾクテキ カイゼン リヨウシャ ジョウホウ テイキョウ
		【受審施設記入欄】 ジュシン シセツ キニュウラン

		
tc={2CBB87A7-B60F-45AE-83F5-9EF2495EAF02}: [スレッド化されたコメント]

使用している Excel のバージョンでは、このスレッド化されたコメントを表示できますが、新しいバージョンの Excel でファイルを開いた場合はコメントに対する編集がすべて削除されます。詳細: https://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=870924

コメント:
    【受審施設】
右記「機能評価Ver.4.0 各領域の評価項目」を参考に①②について記載をお願いします。（その他、補足事項等がありましたらご記入ください）
①変更点について、
②前回受審時の課題改善の進捗について
	【サーベイヤー記入欄】 キニュウラン
















		
tc={A6ACAF46-A49E-4C9C-8246-994DB9B31902}: [スレッド化されたコメント]

使用している Excel のバージョンでは、このスレッド化されたコメントを表示できますが、新しいバージョンの Excel でファイルを開いた場合はコメントに対する編集がすべて削除されます。詳細: https://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=870924

コメント:
    【サーベイヤー】
①変更点について、②前回受審時の課題改善の進捗について、記載をお願いいたします。（その他、補足事項等がありましたらご記入ください）				※詳細は、書面調査票P8を参照								※詳細は、書面調査票P8を参照



























































































































































































































調査票p1
		人間ドック健診施設機能評価
		書面調査票　Ver.4.0
		1. 施設概要
		【受付No】										新規 シンキ				更新 コウシン			前回訪問調査日 ゼンカイ ホウモン チョウサ ビ											2
		 1-1 		法人名																				例：医療法人
		 1-2 		施設名																				例：△△病院
		 1-3 		健診部門名 モン
yoshikawa: 1-3健診部門名
施設名に部門名が含まれる場合または同一の場合は、1-3部門名は未記入で結構です。																				例：〇〇センター
		 1-4 		施設管理者（氏名/役職）														役職 ヤクショク
		 1-5 		都道府県／郵便番号 トドウフケン ユウビンバンゴウ														〒
		 		市区町村・番地
				※健診センターのある棟、階も明記 ケンシン トウ カイ メイキ

		 1-6 		電話番号														 1-7 FAX番号
		 1-8 		事務連絡担当者／部署名														部署名
				E-mail
		 1-9 		健診施設設立年月日							西暦					年			月 ツキ
		 1-10 		ホームページ URL
																														FALSE
		1-11　人間ドック健診の形式（複数回答可）														1-12　併設施設
				 一日ドック イチニチ
yoshikawa: 基本検査項目(日本人間ドック学会ホームページ)内容を含むコースをさす。		
yoshikawa: 【受付No】
・受審受付票に記載の受付Noを記入																	
yoshikawa: 初回認定日
・新規は空欄で可です。
・不明な場合は、空欄で結構です。	
yoshikawa: 1-3健診部門名
施設名に部門名が含まれる場合または同一の場合は、1-3部門名は未記入で結構です。														 1) 併設施設なし（単独） ヘイセツ シセツ タンドク
				 二日ドック ニ ヒ														 2) 病院併設 ヘイセツ												TRUE
		・学会の基本検査項目を含むコースをさす。																 3) 診療所/クリニック併設 シンリョウジョ ヘイセツ												TRUE
																・併設施設とは同一建物内、敷地内、近隣で、職員の業務や
　精密検査などで連携する同一組織内の診療施設をさす。
		1-13　施設認定
		施設認定取得等								 日本医療機能評価認定
										 国際医療機能評価機関（JCI）認証
										 全日本病院協会認定施設（日帰り・1泊人間ドック実施指定）
										 日本総合健診医学会優良総合健診施設認定
										 全国労働衛生団体連合会（労働衛生サービス評価機構認定）																				FALSE
										 日本脳ドック学会施設認定 シセツ
										 NPO法人 日本乳がん検診精度管理中央機構
										 ISO9001（品質マネジメントシステム） ヒンシツ
										 ISO27001（ISMS）
										 Pマーク（プライバシーマーク）
										 臨床検査室の認定(ISO 15189)（公益財団法人 日本適合性認定協会）
										 一般社団法人Medical Excellence JAPAN（MEJ）認証 ニンショウ
										 外国人患者受入れ医療機関認証制度（JMIP）認証 ニンショウ
										 人間ドック健診専門医研修施設（日本総合健診医学会・日本人間ドック学会）

		1-14　その他設備、サービス
		設備・サービス
併設施設（同敷地内）								 巡回健診（健診車など）										 運動施設(ジムなど)
										 託児サービス										 その他（詳細は下の欄に） ショウサイ シタ ラン


																														FALSE

&A		

1-1
移 転 後

調査票p2
		2. 職員 ショクイン
		2-1　人間ドック健診業務の従事者数 ※1 ニンゲン ケンシン ギョウム シャ
yoshikawa: 人間ドック健診の業務に従事する人数を記入し、
提出書類「組織図」との整合性を確認すること。

									常勤（人）※2								非常勤（人）				合計（人） ゴウケイ ニン
									健診施設 専任
または本務 ※3 ケンシン シセツ センニン ホンム				病院・診療所 兼務 ビョウイン シンリョウジョ ケンム				人数
※4 ニンズウ		ドック従事　　常勤換算③
※5 ジュウジ ジョウキン カンサン		①＋②＋③
									人数
※4 ニンズウ
yoshikawa: 健診施設 専任または本務【人数】

時間、日数に関わらず、人間ドックに従事する当該施設に所属する人数（整数）を記入する。		ドック従事　　常勤換算①※5 ジュウジ ジョウキン カンザン
yoshikawa: ドック従事　常勤換算

左欄【人数】にあげられた方の業務のうち、人間ドック健診の業務に従事する割合を数値化する。


例1
人間ドックと人間ドック以外のその他健診業務において、それぞれ半々の割合で従事している場合、
「（左欄）人数：1」に対し、
「（右欄）ドック従事常勤換算：0.5」となる。

例2
ドック業務の専任（その他健診への従事はない）の場合は、
「（左欄）人数：1」に対し、
「（右欄）ドック従事常勤換算：1.0」となる。


なお、ドック業務の従事割合は、人間ドック受診者数とその他健診受診者数の比率、検査項目の内容、受診者の滞在時間などから総合的にご判断ください。
		人数
　※4 ニンズウ		ドック従事常勤換算②
※5　 ジュウジ ジョウキン カンザン
		 医師合計　　（自動計算） ジドウ ケイサン							0		0.0		0		0.0		0		0.0		0.0
		医師の内訳	内科																		0.0
			外科（外科・乳腺外科）																		0.0
			放射線科 ホウシャセン カ																		0.0
			婦人科																		0.0
			眼科																		0.0
			その他の医師																		0.0
		保健師 ※6 ホケンシ
yoshikawa: 保健師資格を有する看護師は、原則保健師数としてカウントする。									
yoshikawa: ドック従事　常勤換算

左欄【人数】にあげられた方の業務のうち、人間ドック健診の業務に従事する割合を数値化する。


例1
人間ドックと人間ドック以外のその他健診業務において、それぞれ半々の割合で従事している場合、
「（左欄）人数：1」に対し、
「（右欄）ドック従事常勤換算：0.5」となる。

例2
ドック業務の専任（その他健診への従事はない）の場合は、
「（左欄）人数：1」に対し、
「（右欄）ドック従事常勤換算：1.0」となる。


なお、ドック業務の従事割合は、人間ドック受診者数とその他健診受診者数の比率、検査項目の内容、受診者の滞在時間などから総合的にご判断ください。
										0.0
		看護師・准看護師 カンゴシ ジュンカンゴシ																			0.0
		管理栄養士 カンリ エイヨウシ																			0.0
		診療放射線技師 シンリョウ ホウシャセン ギシ																			0.0
		臨床検査技師 リンショウ ケンサ ギシ																			0.0
		視能訓練士 シノウクンレンシ																			0.0
		事務職員 ジム ショクイン																			0.0
		その他 タ																			0.0
		 総合計　 ソウ ゴウケイ							0		0.0		0		0.0		0		0.0		0.0

		※1　上記表には人間ドック健診の業務に従事する人数を記入し、提出書類「組織図」との整合性を確認すること。 ジョウキ ヒョウ テイシュツ ショルイ ソシキズ セイゴウセイ カクニン
		※2　常勤（人） ： 雇用形態（正社員・派遣社員・アルバイト等）に関わらずフルタイムで働くことを意味する。 ニン
		※3　健診施設 専任または本務 ： 病院・診療所併設の場合、主に健診に従事していれば健診施設本務扱いとする。 
		※4　人数 ：時間、日数に関わらず、人間ドックに従事する当該施設に所属する人数（整数）を記入する。 ニンゲン ジュウジ トウガイ セイスウ
		※5　常勤換算数 ： あくまでも人間ドックに携わる常勤換算数であり、　生活習慣病健診や労安法にもとづく検診など 
　　　 人間ドック以外の健診を実施している場合も、そのうち人間ドックに携わる従業者の比率を可能な限り常勤換算して記入する。
　　　 人間ドックとそれ以外の健診の比率は、受診者数比率や検査内容、面談や診察時間などから総合的に判断する。　　・・・・・・≪詳細はP10を参照≫ サンショウ
		※6　保健師 ： 保健師資格を有する看護師は、原則保健師数としてカウントする。 ホケンシ ゲンソク


		2-2　部門責任者 等（健診部門）
										氏名 シメイ			①当該施設
在籍年数 トウガイ シセツ ザイセキ ネンスウ		①のうち
健診業務
経験年数 ケンシン ギョウム		人間ドック認定医/
人間ドック健診専門医 ニンゲン ニンテイ イ ニンゲン ケンシン センモンイ
		医師(健診部長、センター長 等） ケンシン ブチョウ チョウ トウ												年 ネン		年 ネン		認定医 ニンテイ イ			専門医 センモンイ				FALSE
		看護師・保健師 カンゴシ ホケンシ												年 ネン		年 ネン
		診療放射線技師 シンリョウ ホウシャセン ギシ												年 ネン		年 ネン
		臨床検査技師 リンショウ ケンサ ギシ												年 ネン		年 ネン
		事務 ジム												年 ネン		年 ネン
		衛生管理者または衛生推進者 ※ エイセイ カンリ シャ エイセイ スイシンシャ												年 ネン		年 ネン
		 ※　職員が常勤非常勤含め50人以上の施設 ： 衛生管理者と産業医の選任、安全衛生委員会の開催を確認する。 ジョウキン ヒジョウキン フク
		　　　常時10人以上50人未満の施設 ： 安全衛生推進者の選任を確認する。
		　　　


&A		

移 転 後

調査票p3
		2-3　専門資格（医師）　※2-1医師数との整合性を確認　 センモン シカク イシ スウ セイゴウセイ カクニン
		認定医・専門医　等 ニン サダ イ セン モン イ ナド																常勤（人） ニン						非常勤（人）
																		健診施設
専任
または本務 ケンシン シセツ センニン ホンム			病院
診療所兼務 ビョウイン シンリョウジョ ケンム
		人間ドック認定医                          
		人間ドック健診専門医                           ケンシン センモンイ
		人間ドック健診指導医
		人間ドック健診情報管理指導士（医師のみ）　　　　　　　　　　　　　　 ニンゲン ケンシン ジョウホウ カンリ シドウ シ イシ
		認定内科医　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ニンテイ ナイカ イ
		総合内科専門医　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ソウゴウ ナイカ センモンイ
		消化器病専門医　　　　　　　　　　　　　　 ショウカキ ビョウ センモンイ
		消化器内視鏡専門医　　　　　　　　　　 ショウカキ ナイシキョウ センモンイ
		循環器専門医　　　　　　　　　　　　　　　　　 ジュンカンキ センモンイ
		呼吸器専門医　　　　　　　　　　　　　　　　 コキュウキ センモンイ
		産婦人科専門医 サンフジンカ センモンイ
		乳腺専門医
		放射線科専門医　　　　　　　　　　　　 ホウシャセン カ センモンイ
		検診マンモグラフィ読影認定医師　　　　　　　　　　　　　 ケンシン ヨ カゲ ニンテイ イシ
		眼科専門医　　　　　　　　　　 センモンイ
		超音波専門医
		臨床検査専門医
		産業医（日本医師会認定など）　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ニホン イシカイ ニンテイ
		*
		*
		*
		* 上記以外の資格を有する場合は、空欄に追加記入のこと。 ジョウキ イガイ シカク ユウ バアイ クウラン ツイカ キニュウ

		2-4　専門資格（医師以外）　※2-1職員数との整合性を確認　 ショクインスウ
		専門資格 センモン シカク																常勤（人） ニン						非常勤（人）
																		健診施設
専任
または本務 ケンシン シセツ センニン ホンム			病院
診療所兼務 ビョウイン シンリョウジョ ケンム
		人間ドック健診情報管理指導士認定者（人間ドックアドバイザー）※1 保健師・管理栄養士 ニンテイ シャ ニンゲン ホケンシ カンリ エイヨウシ
		人間ドック健診情報管理指導士修了者（人間ドックアドバイザー）　保健師・管理栄養士以外 シュウリョウシャ ニンゲン ホケンシ カンリ エイヨウシ イガイ
		人間ドック健診食生活改善指導士 （人間ドック食生活アドバイザー）※1　看護師等 ニンゲン ショクセイカツ カンゴシ トウ
		健康運動指導士 ※2
		日本禁煙学会　認定指導看護師 ※3
		日本禁煙学会　認定専門看護師 ※3
		検診マンモグラフィ撮影認定診療放射線技師 ※4
		胃がん検診専門技師 ※5
		超音波検査士 ※6
		*

		※1 日本人間ドック学会が認定するものをさす。 ニホン ニンゲン ガッカイ													※4マンモグラフィ検診精度管理中央委員会が認定するものをさす。 ケンシン セイド カンリ チュウオウ イインカイ ニンテイ
		※2 健康・体力づくり事業財団が認定するものをさす。													※5 日本消化器がん検診学会が認定するものをさす。
		※3 認定指導看護師および認定専門看護師とは一般社団法人　
　　　日本禁煙学会が認定するものをさす。 ニンテイ シドウ カンゴシ イッパン シャダン ホウジン ニンテイ													※6 超音波検査士とは、日本超音波医学会が認定するものをさす。 チョウオンパ ケンサ シ ニホン チョウオンパ イガッカイ ニンテイ

		* 上記以外の資格を有する場合は、空欄に追加記入のこと。
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移 転 後

調査票p4
		3. 管理・運営 カンリ ウンエイ
		3-1　臨床検査室の管理状況
				　施設検査室
				　ブランチラボ					 ブランチラボ委託先名
				　外部検査機関					 外部検査機関名

		　結果報告までの所要時間 ケッカ ホウコク ショヨウ ジカン								 3時間未満				 3～6時間未満					 6時間以上

		3-2　細胞診検査
				　施設検査室
				　ブランチラボ					 ブランチラボ委託先名
				　外部検査機関					 外部検査機関名

		3-3　外部精度管理サーベイ参加状況
		　							主な実施機関 オモ ジッシ キカン									前年 ゼンネン			前々年 ゼンゼンネン			前々前年 ゼンゼン ゼン ネン
		検体検査 ※1 ケンタイ ケンサ																	実施 ジッシ			実施 ジッシ			実施 ジッシ
																			未実施 ミジッシ			未実施 ミジッシ			未実施 ミジッシ
																			実施 ジッシ			実施 ジッシ			実施 ジッシ
																			未実施 ミジッシ			未実施 ミジッシ			未実施 ミジッシ
		胸部X線画像検査 ※2 キョウブ セン ガゾウ ケンサ																	実施 ジッシ			実施 ジッシ			実施 ジッシ
																			未実施 ミジッシ			未実施 ミジッシ			未実施 ミジッシ
																			実施 ジッシ			実施 ジッシ			実施 ジッシ
																			未実施 ミジッシ			未実施 ミジッシ			未実施 ミジッシ
		腹部超音波検査 ※3 フクブ チョウオンパ ケンサ																	実施 ジッシ			実施 ジッシ			実施 ジッシ
																			未実施 ミジッシ			未実施 ミジッシ			未実施 ミジッシ
																			実施 ジッシ			実施 ジッシ			実施 ジッシ
																			未実施 ミジッシ			未実施 ミジッシ			未実施 ミジッシ
		心電図 ※4																	実施 ジッシ			実施 ジッシ			実施 ジッシ
																			未実施 ミジッシ			未実施 ミジッシ			未実施 ミジッシ
		（参考）主な精度管理実施機関は以下の通り サンコウ オモ セイド カンリ ジッシ キカン イカ トオ
		※1 日本医師会、日本臨床衛生検査技師会、全国労働衛生団体連合会、日本総合健診医学会 ニホン イシカイ ニホン リンショウ エイセイ ケンサ ギシ カイ ゼンコク ロウドウ エイセイ ダンタイ レンゴウカイ ニホン ソウゴウ ケンシン イガッカイ
		※2 全国労働衛生団体連合会、日本総合健診医学会
		※3 日本人間ドック学会・全国労働衛生団体連合会、日本臨床衛生検査技師会
		※4 日本総合健診医学会

		3-4-1　画像読影　
		二重読影体制 ニジュウ ドクエイ タイセイ
				有 ※										結果説明前 ケッカ セツメイ マエ
				一部有										結果説明後 ケッカ セツメイ ウシ
				無

		3-4-2　遠隔読影体制
		遠隔読影体制の有無 エンカク ドクエイ タイセイ ウム									胸部X線 キョウブ セン				上部消化管 ジョウブ ショウカカン				眼底 ガンテイ
				 有 ※								遠隔読影 エンカク ドクエイ				遠隔読影 エンカク ドクエイ				遠隔読影 エンカク ドクエイ
				 一部有 ※								他の医療機関 タ イリョウ キカン				他の医療機関 タ イリョウ キカン				他の医療機関 タ イリョウ キカン
				 無

		3-5　当日結果報告書発行（仮報告書も含む）
				有
				無

		3-5-2　最終結果報告書発行までに要する平均期間 サイシュウ ヨウ ヘイキン キカン
			１～２週間以内 シュウカン イナイ				２～４週間以内 シュウカン イナイ				４～６週間以内 シュウカン イナイ				６～８週以内 シュウ イナイ				８週～10週以内 シュウ シュウ イナイ				10週以上※ シュウイジョウ
		※その他の詳細 タ ショウサイ
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⇒※有のみ
　　右記も回答
⇒※有／一部有
　　　は右記も回答
3-1
グループ 72
グループ 109
グループ 112
グループ 115
グループ 121
グループ 122
グループ 125
グループ 128
グループ 131
グループ 134
グループ 137
グループ 140
グループ 143
グループ 149
グループ 153
グループ 156
グループ 171
グループ 180
グループ 181
グループ 183
グループ 184
⇒
⇒
⇒
⇒
移 転 後
グループ 122
グループ 122
グループ 122

調査票p5
		3-6　食事
		提供の有無								状況										管理栄養士の関与
				 有 ※								 1)　施設内で調理・提供 シセツナイ									有			無
				 無								 2)　施設外で調理、施設内で提供 シセツ チョウリ シセツ ナイ テイキョウ									有			無
												 3)　金券・食事券配布									有			無
												 4)　その他									有			無
										食事提供に関する補足事項（自由記載） ショクジ テイキョウ カン ホソク ジコウ ジユウ



		3-7　禁煙体制
		禁煙体制 キンエン タイセイ								禁煙体制に関する補足事項 ※2 キンエン タイセイ
			 1) 敷地・施設内禁煙 ※1 シキチ シセツ ナイ キンエン
			 2) 施設内分煙 シセツ ナイ ワ
		※1　病院併設型で院内外に喫煙室が設けられていても、健診施設内が禁煙であれば施設内禁煙とする。 ビョウイン ヘイセツガタ インナイ ナイ ソト キツエン シツ モウ ケンシン シセツ ナイ キンエン シセツ ナイ キンエン
		※2　その他禁煙への取り組み（禁煙外来、職員の禁煙　等）があればその取り組みを記載する。 タ キンエン ト ク キンエン ガイライ ショクイン キンエン トウ ト ク キサイ

		3-8　宿泊（実施施設のみ回答）
		実施状況				宿泊室数				宿泊体制に関する補足事項 ※
			 1) 自施設 ジシセツ					室
			 2) ホテル					室
		※ 宿泊施設の環境、夜間の巡回、保安状況等について記載する。 シュクハク シセツ カンキョウ ヤカン ジュンカイ ホアン ジョウキョウ トウ キサイ

		3-9　IT機器
		内　容 ウチ カタチ					実施状況 ジッシ ジョウキョウ
		健診システム ケンシン							健診施設内 ケンシン シセツ ナイ
									併設施設とネットワーク化 ヘイセツ シセツ カ
									無 ナシ
		画像デジタル化 ガゾウ カ							すべて
									一部 イチブ
									無 ナシ
		サーバー設置場所 セッチ バショ							健診施設内 ケンシン シセツ ナイ
									併設施設内 ヘイセツ シセツ ナイ
									外部委託 ガイブ イタク
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⇒※有のみ
　　右記も回答
グループ 30
グループ 37
グループ 40
グループ 43
グループ 46
グループ 49
移 転 後

調査票p6
		4. 実績 ジッセキ
		4-1　算定期間 キカン
		算定期間 サンテイ キカン					年 ネン		月 ガツ		日 ニチ	～			年 ネン		月 ガツ		日 ニチ

		4-2　人間ドック年間稼働日数、実施曜日 ジッシ ヨウビ
		上記算定期間の稼働日数 ジョウキ サンテイ キカン カドウ ニッスウ							人間ドック実施曜日 ニンゲン ジッシ ヨウビ
		72				日 ニチ				月 ゲツ		火 ヒ		水 ミズ		木 モク		金 キン		土 ツチ		日 ニチ		祝日 シュクジツ

		4-3　健診受診者数
		上記算定期間における各健診の受診者数を入力してください。 ジョウキサンテイキカン
		種　別							①受診者数		②稼働
日数 カドウ ニッスウ		④１日受入人数 ヒ ウ イ ニンズウ				医師
結果
説明 イシ ケッカ セツメイ		保健
指導
体制		時間差
受付の
有無 ジカンサ ウケツケ ウム
													最大(人) サイダイ ニン		平均(人) ヘイキン ニン
		一日ドック ※1 イチニチ																								FALSE	FALSE	FALSE
		二日ドック ※1 フツカ
		その他ドック ※2 タ																										FALSE
		生活習慣病予防健診 ※3 セイカツ シュウカン ビョウ ヨボウ ケンシン																									FALSE	FALSE
		労安法に基づく検診 ※4 ロウ ヤス ホウ モト ケンシン																										FALSE
		特定健診 ※5															メモ（学会事務局記入欄）
 ガッカイ ジムキョク キニュウ ラン
		その他ドックオプション検査 ※6 ケンサ
		その他健診（施設内） ※7 タ ケンシン
		巡回健診（施設外） ※8 ジュンカイ ケンシン
		その他施設内健診
巡回健診等の主な内容 タ シセツ ナイ ケンシン ジュンカイ ケンシン トウ オモ ナイヨウ

		※1　一日・二日ドック ： 学会が定める【基本検査項目】を満たす人間ドック受診者数を記入。
		※2　その他ドック ： 施設内では【○○ドック】と称しているものの、学会の基本項目を満たさない受診者数を記入。
		※3　生活習慣病予防健診 ： 協会けんぽの生活習慣病予防健診、またはそれに準じた健診を指す。
		※4　労安法にもとづく検診 ： 定期健康健診等を指す。
		※5　特定健診 ： 高齢者医療確保法にもとづく健診（単独実施）を指す。
		※6　その他単独ドック（オプション検査） ： 単独の部位を調べることを目的とするドック（脳ドック等）等の検診、検査を指す。
　　　 なお、人間ドックにオプションとして実施した場合もここに含む。一人が複数のオプションを実施する場合はその合計を記入。
		※7　その他健診（施設内） ： 人間ドック、生活習慣病予防健診等のいずれにも該当しない施設内健診受診者数を記入。
		※8　巡回健診（施設外）  ： 施設外で行う健診コースを指す。巡回型健診コースが複数の場合は、合計数を算定。

		4-4　人間ドック受診者数詳細（性別・年齢別）
		種　別							受診者数
									39歳以下 サイ イカ				40～74歳 サイ				75歳以上 サイ イジョウ				計（人）
									男性（人） ニン		女性（人） ジョセイ ニン		男性（人） ニン		女性（人） ジョセイ ニン		男性（人） ニン		女性（人） ジョセイ ニン
		　一日ドック(基本検査実施) イチニチ							26		26		208		143		2		1		406
		　二日ドック(基本検査実施) フツカ																			0
		計							26		26		208		143		2		1		406

		4-5　人間ドック受診者数詳細（月別受診者数）
		一日ドック（基本検査実施）　受診者数
		4月 ガツ		5月 ガツ		6月 ガツ		7月 ガツ		8月 ガツ		9月 ガツ		10月 ガツ		11月 ガツ		12月 ガツ		1月 ガツ		2月 ガツ		3月 ガツ		計 ケイ
																										0
		二日ドック（基本検査実施）　受診者数 フツカ
		4月 ガツ		5月 ガツ		6月 ガツ		7月 ガツ		8月 ガツ		9月 ガツ		10月 ガツ		11月 ガツ		12月 ガツ		1月 ガツ		2月 ガツ		3月 ガツ		計 ケイ
																										0

		4-6　受付時間における受付人数（時間差受付がある施設のみ②以降を掲載）
									受付① ウケツケ		受付② ウケツケ		受付③ ウケツケ		受付④ ウケツケ		最終 サイシュウ				例： レイ	受付① ウケツケ		受付② ウケツケ		最終 サイシュウ
		人間ドック受付開始時間 ニンゲン ウケツケ カイシ ジカン																				8:00		8:30		11:00
		人間ドック受入れ数（枠） ニンゲン ウケイ スウ ワク																				10		7
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移転後３ヶ月分

調査票p7
		5. 診察・結果説明（面談）・指導 シンサツ ケッカ セツメイ メンダン シドウ

		5-1　医師による結果説明
		一日ドック イチニチ								人数								人数／受診者									二日ドック フツカ								人数								人数／受診者
																		0																									0
		・結果説明項目には、「身体計測」「血圧」「尿」「血液検査（血液学、生化学）」の結果を含むことを最低要件とし、その実施人数を5-1に記載すること。 コウモク ケッカ フク サイテイ ヨウケン ジッシ ニンズウ キサイ
		5-2　結果説明体制
		一日ドック イチニチ																									二日ドック
		 人間ドック健診専門医関与														有（有の場合のみチェック） アリ アリ バアイ											 人間ドック健診専門医関与														有（有の場合のみチェック） アリ アリ バアイ
		 診察と結果説明について														診察と同時実施 シンサツ ドウジ ジッシ											 診察と結果説明について														診察と同時実施 シンサツ ドウジ ジッシ
																診察と別に実施 シンサツ ベツ ジッシ																									診察と別に実施 シンサツ ベツ ジッシ

		結果説明		開始時刻										時					分～ フン								 結果説明　実施日														一日目 イチニチ メ
										受付時刻から最短（									40			）分後																			二日目 フツカメ
				終了時刻										時					分 フン																									日目 ニチ メ

		 1人あたり
 平均説明時間										5分未満								5～10分未満							 1人あたり
 平均説明時間										5分未満								5～10分未満
												10～20分未満								20分以上																	10～20分未満								20分以上

		結果説明項目（データ・画像提示）																									結果説明項目（データ・画像提示）
				身体計測・血圧									血液・尿							心電図検査									身体計測・血圧									血液・尿							心電図検査
				腹部超音波									胸部X線検査																腹部超音波									胸部X線検査　
				上部消化管（胃X線・内視鏡）																									上部消化管（胃X線・内視鏡)
				その他（時間帯で説明項目が変わる場合は下記に記載） ジカンタイ セツメイ コウモク カ バアイ カキ キサイ																									その他（下記に詳細を記入） カキ ショウサイ キニュウ


		・健診当日に実施可能な項目は原則すべてチェックすること。（「午後からのみ可能」な結果についても、説明実績がある場合は、該当項目にチェックをする）　
・結果説明時に画像を提示し説明することにより受診者の理解が深まり、所見を認める場合には適切な受診勧奨にもつながると考えられる。結果説明時には、
　可能な限り画像の提示を行えるよう、体制の整備をご検討ください。 ケンシン トウジツ ゲンソク ゴゴ カノウ ケッカ セツメイ ジッセキ バアイ ガイトウ コウモク ケッカ セツメイ ジュシンシャ カンガ
		5-3　特定保健指導　施設全体として シセツ ゼンタイ
		初回面談実施者数
		特定保健指導
（動機づけ支援） トクテイ ホケンシドウ ドウキ シエン																特定保健指導
（積極的支援） トクテイ ホケンシドウ セッキョクテキ シエン
		5-4 保健指導（人間ドック実績） ホケン シドウ ニンゲン
		　※健診結果に基づく指導全般（特定保健指導・健康相談・生活指導・受診勧奨　等） ゼンパン トクテイ ホケン シドウ ケンコウ ソウダン
		一日ドック イチニチ																									二日ドック
		保健指導 ホケン シドウ							指導実施数 シドウ										0
yoshikawa: 調査票P6
4-3健診受診者数
「一日ドック」のうちの指導実施数を記入								保健指導 ホケン シドウ							指導実施数 シドウ
									うち、特定保健指導実施者数										0															　うち、特定保健指導実施者数
									指導数/全受診者										ERROR:#DIV/0!															指導数/全受診者										ERROR:#DIV/0!
		指導担当者
（職種） 
※複数選択可 シドウ タントウ シャ ショクシュ									保健師 ホケンシ								看護師・准看護師 カンゴシ ジュンカンゴシ								指導担当者
（職種） 
※複数選択可 シドウ タントウ シャ ショクシュ									保健師 ホケンシ								看護師・准看護師 カンゴシ ジュンカンゴシ
											管理栄養士 カンリ エイヨウシ								その他（医師等） タ イシ ナド																	管理栄養士 カンリ エイヨウシ								その他（医師等） タ イシ ナド
		指導内容
※複数選択可									生活改善指導 セイカツ カイゼン シドウ								受診勧奨 ジュシン カンショウ								指導内容
※複数選択可									生活改善指導 セイカツ カイゼン シドウ								受診勧奨 ジュシン カンショウ
											食事指導 ショクジ シドウ								運動指導 ウンドウ シドウ																	食事指導 ショクジ シドウ								運動指導 ウンドウ シドウ
											結果補足説明 ケッカ ホソク セツメイ								禁煙指導 キンエン シドウ																	結果補足説明 ケッカ ホソク セツメイ								禁煙指導 キンエン シドウ
											減酒指導 ヘ サケ シドウ								*その他（以下に記載） タ イカ キサイ																	減酒指導 ヘ サケ シドウ								*その他（以下に記載） タ イカ キサイ
		基準									有 アリ																基準									有 アリ
		記録									有 アリ																記録									有 アリ
		　* その他の
　　 指導内容 タ シドウ ナイヨウ																									　* その他の
　　 指導内容 タ シドウ ナイヨウ

		備考　（上記以外に特筆することがあれば記入） ビコウ ジョウキ イガイ トクヒツ キニュウ

		
yoshikawa: 例）
結果説明までの待ち時間に管理栄養士による集団指導を行っている。

※上記例は、指導実施数には含められません。																	
yoshikawa: 調査票P6
4-3健診受診者数
「一日ドック」のうちの指導実施数を記入	
yoshikawa: 例）
結果説明100％だが、そのうち画像提示までできるのは、13時以降に説明を受けた約30％の受診者となる。																																										
yoshikawa: 調査票P6
4-3健診受診者数
「二日ドック」のうちの指導実施数を記入
&A		

移転後３ヶ月分
（調査票p6の算定期間と合わせる）

調査票p8
		6. 事後管理 ジゴ カンリ
		6-1　要医療（D判定）フォローアップ																									ERROR:#REF!	ERROR:#REF!					ERROR:#REF!	ERROR:#REF!
												検査実施数
(人)　※1 ケンサ ジッシ			要精検数
(人) ※2 ヨウ セイケン スウ			要精検率
（％）※2 ヨウ セイケン リツ			精検受診数
（人）※3 スウ			精検受診率
（％）※3 セイケン ジュシン リツ			精検受診率
平均（％）※5 ヘイキン
		要精密検査
（D2）
 ヨウ セイミツ ケンサ				　上部消化管X線 ジョウブ ショウカカン セン												0						0			ERROR:#DIV/0!
						　 上部消化管内視鏡 ※4 ジョウブ ショウカカン												0						0
						　便潜血												0						0
						　胸部X線												0						0
						　マンモグラフィ												0						0
						　乳房超音波												0						0
						　子宮頸部細胞診												0						0
						 　腹部超音波												0						0			ERROR:#DIV/0!
						 　心電図 シンデンズ												0						0
						 　眼底 ガンテイ												0						0
		要治療
（D1）				 　血圧 ケツアツ												0						0			ERROR:#DIV/0!
						 　糖尿病関連 トウニョウビョウ カンレン												0						0
						 　脂質関連												0						0
		※1　検査実施数 ： 調査票P6　4-3健診受診者数「一日ドック」および「ニ日ドック」で実施した検査人数。 ジッシ ケンサ ニン スウ
		※2　要精検数/要精検率 ： 検査実施者のうち、精密検査が必要とされた人数とその割合。 リツ ケンサ ジッシ
		※3　精検受診数/精検受診率 ： 要精検者のうち、精密検査を受けた人数とその割合。 リツ ヨウ セイケン シャ セイミツ ケンサ ウ ニンズウ ワリアイ
		　　　 精検受診の定義について：　P10「表1　精検受診の有無の定義」を原則とするが、現時点では、精検受診が確認できたものは算出可とする。 セイケン ジュシン テイギ ヒョウ セイケン ジュシン ウム テイギ ゲンソク ゲンジテン セイケン ジュシン カクニン サンシュツ カ
		※4　上部消化管内視鏡検査 ： 生検実施を指示者数および実施者数とするが、ピロリ菌に関する検査は除く。 ジョウブ ショウカカン ナイシキョウ ケンサ セイケン ジッシ シジ シャ スウ ジッシ シャ スウ キン カン ケンサ ノゾ
		※5	実施把握率平均：「胃がん」「大腸がん」「肺がん」「乳がん」「子宮頸がん」の精検受診率の平均値（自動計算）。※がん検診のプロセス指標値も参照 セイ ケン ジュシン リツ ヘイキンチ ジドウ ケイサン ケンシン サンショウ

		参考：追跡検査・経過観察フォローアップ
			追跡検査・経過観察の指示者とは、人間ドックの結果で、生活習慣の改善を行い1年未満（3、6ヵ月後など）の再検査を指示した者をさします（1年後の健診での経過観察は含まない）。精密検査指示者とは異なり、移転後の実績算出に時間を要することから、「参考」として移転前（前年度）の実績をご報告ください。



																			算定年度（前年度） サンテイ ネンド ゼンネンド						2020				年度 ネンド
										検査実施数
(人)　※1 ケンサ ジッシ			追跡検査
指示者数
（人）　※2 シャ			追跡検査
指示率
（％） ツイセキ ケンサ シジ リツ			追跡検査
経過把握数
合計（人）※3 ハアク スウ ゴウケイ			内訳 ウチワケ						追跡検査
経過把握率
（％） ツイセキ ケンサ ケイカ ハアク リツ
																						年内把握①
※4 ネンナイ ハアク			翌年把握②
※5 ヨクネン ハアク
		再検査
経過観察 サイケンサ ケイカ カンサツ				 糖尿病関連										ERROR:#DIV/0!												ERROR:#DIV/0!
						 脂質関連										ERROR:#DIV/0!												ERROR:#DIV/0!
		※1 検査実施数 ： 一日ドック、ニ日ドックで実施した検査人数を記載。 イチニチ ニチ ジッシ ケンサ ニンズウ キサイ
		※2 追跡検査指示者数 ：生活習慣の改善を行い1年未満（3、6ヵ月後など）の再検査指示者数をさす。1年後の経過観察指示者は含まない。 ツイセキ ケンサ シジシャ スウ
		※3 追跡検査経過把握数 ： 上記指示者数のうち、再検査実施、生活改善状況などの経過を1年以内（もしくは次回受診時）に把握できた数をさす。 ケイカ ハアク スウ
		　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（翌年・次回受診時の面接や保健指導時に適切に確認できたものも把握数として算出可とする。）　　
		※4 年内把握 ： 把握数合計のうち、１２カ月未満（年内中）の経過把握者数をさす。 ネンナイ ハアク ハアク スウ ゴウケイ ゲツ ミマン ネン ナイ チュウ ケイカ ハアク シャ スウ
		※5 翌年把握 ： 把握数合計のうち、１年後（次回受診時）の経過把握者数をさす。 ヨクネン ハアク ハアク スウ ゴウケイ ネンゴ ジカイ ジュシン ジ ケイカ ハアク シャ スウ

		追跡検査・経過観察フォローアップ体制（状況、実態を詳細にご記入下さい） ツイセキケンサ ケイカカンサツ タイセイ
		紹介状お返事内容をヒストリーに反映し次回の面談時の確認資料とする。健診前日に前回健診歴のある方のヒストリー（健診結果をまとめた用紙）準備。判定E以上ピックアップ、当日の医療面接時、受診済か精査済かなど内容確認し記録する。 ショウカイジョウ ヘンジ ナイヨウ ハンエイ ジカイ メンダンジ カクニン シリョウ ケンシン ゼンジツ ゼンカイ ケンシンレキ カタ ケンシン ケッカ ヨウシ ジュンビ ハンテイ イジョウ トウジツ イリョウメンセツジ ジュシン スミ セイサ スミ ナイヨウ カクニン キロク






&A		

グループ 7
グループ 10
移転後３ヶ月分
（調査票p6の算定期間と合わせる）
移転前実績（前年度1年分）

参考(P2、P8解説)
	●	P2の常勤換算①②③は、下記を参照して算出すること。 ※入力不要 カキ サンショウ サンシュツ
		※「医療法第21条の規定に基づく人員の算出に当たっての取扱い等について」（平成10年6月26日付、平成15年9月5日一部改正）に一部則る。 イチブ ノット

		常勤換算の方法について ジョウキン カンザン ホウホウ
			常勤換算＝	（分子）従業者の１週間の「健診に関わる」勤務時間の合計 ブンシ ケンシン カカ ジカン					×	健診業務のうち
人間ドックが占める割合 ケンシン ギョウム ニンゲン シ ワリアイ
				（分母）当該施設が定める常勤従業者の１週間の通常勤務時間 ブンボ

			※「当該施設が定める常勤従事者の1週間の通常勤務時間」が32時間未満の場合は、分母は32時間とする。 トウガイ シセツ サダ ジョウキン ジュウジシャ シュウカン ツウジョウ キンム ジカン ジカン ミマン バアイ ブンボ ジカン
			※従事者の勤務時間が、1週間でなく1ヶ月単位で定められている場合には、1ヶ月の勤務時間を4で除して
　得た数を1週間の勤務時間とする。 ジュウジシャ キンム ジカン シュウカン ゲツ タンイ サダ バアイ
			※「従業者の１週間の健診に関わる勤務時間の合計」は、正確な算出が難しければ概数で構わない。 セイカク サンシュツ ムズカ ガイスウ カマ
		　　	※常勤換算は、小数点第2位を切り捨て、小数点第1位までとする。 ジョウキンカンザン ショウスウテン ダイ イ キ ス ショウスウテン ダイ イ
			※「健診業務のうち人間ドックが占める割合」は概算で構わない。 ケンシン ギョウム ニンゲン シ ワリアイ ガイサン カマ
			　＜割合の算出方法の例＞ ワリアイ サンシュツホウホウ レイ
			　例① 受診者数を参照する レイ ジュシンシャ スウ サンショウ
			　　　ドック受診者1,000人、その他の健診4,000人の場合、受診者比率はドックはおよそ2割。加えて、
　　　ドックの方がその他健診より検査が多く業務量も多いことを鑑みて、3～4割と考える。 ジュシンシャ ニン タ ケンシン ニン バアイ ジュシンシャ ヒリツ ワリ クワ ホウ タ ケンシン ケンサ オオ ギョウム リョウ オオ カンガ ワリ カンガ

			　例② 勤務時間帯を参照する レイ キンムジカン タイ サンショウ
			　　　午前中にドック、午後にその他の健診を実施している場合、時間帯比率からドックはおよそ5割。
　　　加えて、ドックの方がその他健診より検査が多く業務量も多いことを鑑みて、6～7割と考える。 ゴゼンチュウ ゴゴ タ ケンシン ジッシ バアイ ジカンタイ ヒリツ ワリ クワ ホウ タ ケンシン ケンサ オオ ギョウム リョウ オオ カンガ ワリ カンガ

			≪常勤換算　算出例≫ ジョウキンカンザン サンシュツ
			１週間の健診に関わる勤務時間・・・A医師：週36時間　　　B医師：週30時間　　　C医師：週26時間 イシ シュウ ジカン
			●（分子）従業者の１週間の勤務時間の合計＝36＋30＋26=92時間 ジカン
			●健診業務のうち人間ドックが占める割合＝およそ6割 ケンシン ギョウム シ ワリ
			●常勤換算＝92時間／36時間 × 0.6 ＝ 1.53 → 1.5人　となる。（2-1表は以下の通り） ヒョウ イカ トオ

					健診施設 専任または本務 ケンシン シセツ センニン ホンム
					人数 ニンズウ	ドック従事
常勤換算① ジュウジ ジョウキン カンザン
			医師の内訳 イシ ウチワケ	内科 ナイカ	4.0	1.3

			≪よくある確認事項の例≫ カクニンジコウ レイ
			例① 「人数」と「常勤換算」が同数 レイ ニンズウ ジョウキンカンザン ドウスウ
				健診施設 専任または本務 ケンシン シセツ センニン ホンム
				人数 ニンズウ	ドック従事
常勤換算① ジュウジ ジョウキン カンザン
			保健師 ホケンシ	2.0	2.0
			上表の様に「人数」と「常勤換算」が同数の場合、この保健師1名は『人間ドック業務のみ従事し、ドック以外の
健診及び健診以外の外来業務等も行っていない』という解釈になる。解釈に間違いがないか確認する場合がある。 ジョウヒョウ サマ ニンズウ ジョウキン カンザン ドウスウ バアイ ホケンシ メイ ニンゲン ギョウム ジュウジ イガイ ケンシン オヨ ケンシン イガイ ガイライ ギョウム トウ オコナ カイシャク バアイ

			例② 「病院・診療所 兼務」であるが、「常勤換算」の割合が大きい レイ ジョウキンカンザン ワリアイ オオ
				病院・診療所 兼務 ビョウイン シンリョウジョ ケンム
				人数 ニンズウ	ドック従事
常勤換算② ジュウジ ジョウキン カンザン
			診療放射線技師 シンリョウ ホウシャセン ギシ	5.0	4.0
			常勤換算の分子に、「健診に関わる勤務時間」に加えて「健診以外の外来等に関わる勤務時間」が含まれて
いないか確認する場合がある。 ジョウキンカンザン ブンシ クワ ケンシン イガイ ガイライ トウ カカ キンムジカン フク カクニン バアイ



	●	P8の6-1　要医療（D判定）フォローアップ　における【精検受診】は下記を参照して算出すること。 セイケン ジュシン カキ サンショウ サンシュツ
		※精検受診の有無の定義について：　下記「表1　精検受診の有無の定義」を原則とするが、現時点では、精検受診が確認できたものは算出可とする。 カキ セイケン
		　（現時点では、精検結果まで把握できていなくても、要精検者の精検日・受診機関・精検法の3つまで確認できていれば、精検受診数として算出よい） ゲンジテン セイケン ヨウ セイケン シャ セイケン ジュシン キカン セイケン ホウ セイケン ジュシン スウ サンシュツ


		表1　精検受診の有無（精検受診、精検未把握、精検未受診）の定義 ヒョウ セイケン ジュシン ウム セイケン ジュシン セイケン ミ ハアク セイケン ミ ジュシン テイギ
		精検受診 セイケン ジュシン		精検機関より精検結果の報告があったもの、もしくは、受診者が詳細
（精検日・受診機関・精検法・検査結果のの４つ全て）を申告したもの セイケン キカン セイケン ケッカ ホウコク ジュシンシャ ショウサイ セイケン ビ ジュシン キカン セイケン ホウ ケンサ ケッカ スベ シンコク
		精検未把握 セイケン ミ ハアク		精検受診の有無が分からないもの、および（精検受診したとしても）精検結果が
正確にわからないもの全て（すなわち、精検受診、精検未受診以外のもの全て） セイケン ジュシン ウム ワ セイケン ジュシン セイケン ケッカ セイカク スベ セイケン ジュシン セイケン ミ ジュシン イガイ スベ
		精検未受診 セイケン ミ ジュシン		要精検者が精検機関に行かなかったことが判明しているもの
（受診者本人の申告および精検機関で受診の事実が確認されないもの）、
および精検として不適切な検査が行なわれたもの ※

※精検として不適切な検査とは以下の２つを指す
　・大腸がん検診における便潜血検査の再検
　・肺がん検診における喀痰細胞診要精検者に対する喀痰細胞診の再検 ヨウ セイケン シャ セイケン キカン イ ハンメイ ジュシンシャ ホンニン シンコク セイケン キカン ジュシン ジジツ カクニン セイケン フテキセツ ケンサ オコナ セイケン フテキセツ ケンサ イカ サ ダイチョウ ケンシン ベン センケツ ケンサ サイケン ハイ ケンシン カクタン サイボウシン ヨウセイケン シャ タイ カクタン サイボウシン サイケン



							　　

&"Century,標準"&9No.

&"游ゴシック Light,標準"&9&A	


参考(ラウンドチェックリスト)
		健診施設内調査（ラウンド）チェックリスト　※入力不要 ケンシン シセツ ナイ チョウサ ニュウリョク フヨウ
		　●以下チェックリストを参考に、人間ドックの基本の流れ（動線）に沿って確認します。 イカ サンコウ ニンゲン キホン ナガ カクニン
		　●動線以外のサーバー室、廃棄物保管場所等も確認しますので、受審施設は対応をお願いします。 ドウセン イガイ シツ ハイキブツ ホカン バショ ナド カクニン ジュシン シセツ タイオウ ネガ

		n  受付・待合 ウケツケ マチアイ
		□	受付時間　 ウケツケ ジカン
		□	受付手順（呼び出し、受診者への受け渡し資料　等） ウケツケ テジュン ヨ ダ ジュシンシャ ウ ワタ シリョウ ナド
		□	男女比、1日平均、ドックとその他健診の混在状況、混雑状況　等　※書面調査票参照 ダンジョヒ ヒ ヘイキン タ ケンシン コンザイ ジョウキョウ コンザツ ジョウキョウ トウ ショメン チョウサ ヒョウ サンショウ
		□	名前で呼び出しをする場合はプライバシーに充分留意しているか
		□	（名前の呼び出しを拒否する受診者への対応策の有無） ウム
		□	掲示物（理念、基本方針等） ケイジ ブツ リネン キホン ホウシン トウ
		□	待合スペースの確保　・椅子の数　・清潔感 セイケツカン
		 
		n  待合席の確保、雑誌や情報の配信、投書箱　等 バコ
		□	待合スペースの確保・清潔感・湿度温度管理・バリアフリー対応 カクホ セイケツカン シツド オンド カンリ タイオウ
		□	男女混合の状況、配慮体制 ジョウキョウ ハイリョ タイセイ
		□	案内方法（名前で呼び出しをする場合はプライバシーに充分留意しているか） アンナイ ホウホウ
		□	設置備品状況：・テレビ　・DVD動画　・健康情報の提供（週刊誌だけではないことが望ましい）等 ジョウキョウ ドウガ ナド
		□	意見箱が投書しやすい場所に置かれているか
		□	掲示物、空調は柔軟に対応されているか　等 ケイジ ブツ
		 
		n  更衣室 コウイシツ
		□	ロッカー数（男女比、1日平均、ドックとその他健診の混在状況、混雑状況　） スウ ダンジョヒ ニチ ヘイキン タ ケンシン コンザイ ジョウキョウ コンザツ ジョウキョウ
		□	アメニティ（検査着、ガウン、スリッパ　等） ケンサ ギ ナド
		□	女性への配慮として、パウダールーム、姿見（鏡）などの設置があるとより良い カガミ
		□	委託業者の出入り状況（リネン、清掃、等々） イタク ギョウシャ デイ ジョウキョウ セイソウ トウトウ
		□	意見箱　等（更衣室内の設置は必須ではないが、受付周辺では投書しづらい。） コウイシツ ナイ セッチ ヒッス
		 
		n  問診（医療面接） モンシン イリョウ メンセツ
		□	対応者（保健師・看護師　等） タイオウ シャ ホケンシ カンゴシ トウ
		□	実施内容（腹囲計測、主な問診内容、問診時間、多職種への情報共有方法　等） ジッシ ナイヨウ フクイ ケイソク オモ モンシン ナイヨウ モンシン ジカン タ ショクシュ ジョウホウ キョウユウ ホウホウ ナド
		□	プライバシー配慮。個室でない場合の配慮（消音機設置、小声で対応　等） ハイリョ コシツ バアイ ハイリョ ショウオンキ セッチ コゴエ タイオウ トウ
		 
		n  採血・検尿 ケンニョウ
		□	対応者（看護師、保健師、検査技師　等） タイオウ シャ カンゴシ ホケンシ ケンサ ギシ トウ
		□	検体検査室への運搬方法（施設内検査室、ブランチラボ、外部機関へ運搬） ケンタイ ケンサ シツ ウンパン ホウホウ シセツ ナイ ケンサ シツ ガイブ キカン ウンパン
		□	検査スペース、実施状況（オープンスペース、パーティション、体調不良者への対応　等） ケンサ ジッシ ジョウキョウ タイチョウ フリョウ シャ タイオウ ナド
		□	安全衛生管理体制、感染対策（手袋着用、廃棄容器　等） アンゼン エイセイ カンリ タイセイ カンセン タイサク テブクロ チャクヨウ ハイキ ヨウキ ナド
		□	検体から個人名がわからないよう配慮がされているか
		□	トイレの清潔性・臭気
		□	車椅子用トイレの設置
		□	尿検体が人目に触れない配慮がされているか ニョウ
		□	受診者の待ち時間、次の検査への案内方法 ジュシンシャ マ ジカン ツギ ケンサ アンナイ ホウホウ
		 
		n  身体計測（身長、体重、視力検査　腹囲　等） シンタイ ケイソク シンチョウ フクイ トウ
		□	検査スペースの状況（個室・オープンスペース・パーティション設置　等） ケンサ ジョウキョウ ナド
		□	計測数値が他の受診者にわからないような配慮がされているか（読み上げは厳禁）
		□	廊下や待合いスペースの一部で計測等を行っていないか（行っている場合の仕切り設置等の配慮） ナド オコナ オコナ シキ トウ ハイリョ
		 
		n  各種検査 カクシュ ケンサ
		□	受診者の動線に無理がないよう配慮されているか
		□	コーディネーター等が配置や時間差受付など、混雑緩和への配慮をしているか
		□	病院併設の場合、受診者と一般患者が同じ場所で待たない等の配慮がされているか
		□	女性受診者への配慮（婦人科待合、女性技師、医師の配置　等） ジョセイ ジュシンシャ ハイリョ フジンカ マチアイ ジョセイ ギシ イシ ハイチ ナド
		□	検査機器等に、トラブル発生時の緊急連絡先が明記されたラベル等が貼付されているか
		□	医療廃棄物処理（感染性廃棄物（針などの感染性廃棄物）分別・保管、バイオハザードマークの表示）
		□	受診者急変時に対応できる体制・設備が整備されているか
		□	室内は整理・整頓されているか
		 
		n  診察・面談（結果説明） シンサツ メンダン ケッカ セツメイ
		□	看護職や事務職の同席の有無 カンゴショク ジム ショク ドウセキ ウム
		□	診察内容、診察時間、画像の提示状況 シンサツ ナイヨウ シンサツ ジカン ガゾウ テイジ ジョウキョウ
		□	資料提示（仮結果表、指導パンフレット等） シリョウ テイジ カリ ケッカ ヒョウ シドウ ナド
		 
		n  指導室の確認 シドウ シツ カクニン
		□	対応者（保健師、看護師、医師　等） タイオウ シャ ホケンシ カンゴシ イシ トウ
		□	指導内容、指導時間、提示資料（仮結果表、指導パンフレット等） シドウ ナイヨウ シドウ ジカン
		□	待ち時間、対策　等 マ ジカン タイサク トウ
		 
		n  食事提供場所の確認、宿泊設備の確認（二日ドック実施の場合）＊
		□	食事を提供している場合は、そのスペースが適切な環境となっているか
		□	食事時間の配慮がされているか
		□	食事内容：管理栄養士の関与
		□	宿泊スペース　 シュクハク
		□	設備：・洗面　　・トイレ　　・浴室
		□	 緊急時の連絡方法
			＊食事提供場所、宿泊設備については、2.2.2「受診者の利便性と快適な受診環境への配慮」で総合的
			　に判断する
		 
		n  喫煙場所の確認
		□	禁煙状況 キンエン ジョウキョウ
		 
		n  感染性廃棄物処理状況 カンセンセイ ハイキブツ ショリ ジョウキョウ
		□	中間保管場所 チュウカン ホカン バショ
		□	業者の動線 ギョウシャ ドウセン
		□	最終保管庫 サイシュウ ホカンコ
		 
		n  情報管理の管理体制（書面審査で確認済みであれば省略）
		□	サーバー室、データ保管室がある場合は、入室制限など適切に管理されているか
		□	 アクセス履歴やパスワード管理をしているか
			（誰もが簡単にアクセスできる環境は不適切と判断、原則個別パスワードの設定が必要）
		□	健診システム、ＰＡＣＳ等の稼働画面の確認
		□	病院併設：電子カルテ、オーダーリングが稼働している場合、健診システムとの関係
		 
		n  事務管理体制、個人情報保護体制（書面審査で確認済みであれば省略）
		□	 契約書類の担当責任者を配置しているか
		□	  会計、渉外、データ管理の担当者・責任者の確認
		□	 企業データ、受診者データの保管は施錠管理を実施しているか（入退室管理など）
		□	 カルテ、フィルム等は適切に保管・管理しているか
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2-3　専門資格（医師）　

※2-1医師数との整合性を確認

人間ドック認定医

人間ドック健診専門医

認定医・専門医　等

常勤（人）

非常勤（人）

健診施設

専任

または本務

病院

診療所兼務

認定内科医　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

総合内科専門医　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

人間ドック健診指導医

人間ドック健診情報管理指導士（医師のみ）　　　　　　　　　　　　　　

循環器専門医　　　　　　　　　　　　　　　　　

呼吸器専門医　　　　　　　　　　　　　　　　

消化器病専門医　　　　　　　　　　　　　　

消化器内視鏡専門医　　　　　　　　　　

放射線科専門医　　　　　　　　　　　　

検診マンモグラフィ読影認定医師　　　　　　　　　　　　　

産婦人科専門医

乳腺専門医

臨床検査専門医

産業医（日本医師会認定など）　　　　　　　　　　　　　　　　　　

眼科専門医　　　　　　　　　　

超音波専門医

移転後
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ドック従事

常勤換算

③

※5

①＋②＋③

人数

※4

ドック従事

常勤換算

①

※5

人数

　※4

ドック従事

常勤換算

②

※5

2-1　人間ドック健診業務の従事者数 

※1





常勤（人）

※2

非常勤（人）合計（人）

健診施設 専任

または本務 

※3

病院・診療所 兼務

人数

※4

0.00.0

医

師

の

内

訳

内科



 医師合計　　（自動計算）

00.000.00

0.0

外科（外科・乳腺外科）

0.0



0.0

婦人科

0.0

放射線科



0.0

その他の医師



0.0

眼科



0.0

看護師・准看護師

0.0

保健師 

※6



0.0

診療放射線技師

0.0

管理栄養士



0.0

視能訓練士

0.0

臨床検査技師



0.0

その他

0.0

事務職員



0.00.0

 総合計　

00.000.00

移転後
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5-1　医師による結果説明

一日ドック

人数人数／受診者
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5-4 保健指導（人間ドック実績）

うち、特定保健指導実施者数

0

　うち、特定保健指導実施者数

指導数/全受診者

#DIV/0!

指導数/全受診者

#DIV/0!

　※健診結果に基づく指導全般（特定保健指導・健康相談・生活指導・受診勧奨　等）

一日ドック二日ドック

保健指導

指導実施数

0

保健指導

指導実施数
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6. 事後管理

6-1　要医療（D判定）フォローアップ

#####



検査実施数

(人)　

※1

要精検数

(人) 

※2

要精検率

（％）

※2

精検受診数

（人）

※3

精検受診率

（％）

※3

精検受診率

平均（％）

※5

0

#DIV/0!

　 

上部消化管内視鏡

 

※4



0



0

要精密検査

（D2）

　上部消化管X線



0



　便潜血



0



0



　胸部X線



0



0

　マンモグラフィ

0

　子宮頸部細胞診



0



0



0



0

　乳房超音波



0



#DIV/0!

 　

心電図



0



0

 　

腹部超音波



0



0



要治療

（D1）

 　

血圧



0



0

#DIV/0!

 　

糖尿病関連

 　

眼底



0



0



0



0

 　

脂質関連



0



0



移転後３ヶ月分（調査票p6の算定期間と合わせる）
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機能評価Ver.4.0 各領域の評価項目

第１領域：理念達成に向けた組織運営

1.1.1　理念、基本方針、受診者の権利が明確である

評価の
考え方

○ 施設の理念、基本方針、受診者の権利が明確であり、確実に周知されていることを評価する。

1.1.2　個人情報保護に関する事項・情報の開示に関する事項が明確である

評価の
考え方

○ 個人情報保護・情報の開示に関する規程があり、適切に実行し対応されていることを評価する。

1.1.3　運営規程類を作成している

評価の
考え方

○ 人事・労務管理に必要な規程・規則類が適切に整備されていることを評価する。

1.1.4　計画的な運営方針にもとづき健全経営に努力している

評価の
考え方

○ 職員の意見を反映させた計画を作成し、事業活動の結果が明確にされていることを評価する。

1.2.1　組織図が実態に即し、業務の役割や責任が明確である

評価の
考え方

○ 実際の組織運営に応じた組織図を作成し、業務の役割や責任が明確にされていることを評価する。

1.2.2　医師の体制が整っている

1.2.3　医師以外の医療職の体制が整っている

評価の
考え方

○ 資格確認が確実に行われ、施設の規模・機能に見合った人材が確保されていることを評価する。

1.2.4　事務職員の体制が整っている

評価の
考え方

○ 業務内容に見合った事務職員が確保されていることを評価する。

1.3.1　全職員に対する教育体制がある

評価の
考え方

○ 施設内外を問わず、職員への教育・研修が計画に基づいて継続的に行われ、奨励されていることを評価する。

1.3.2　各職種における健診業務に関する教育の体制が確立している

評価の
考え方

○ 健診業務・専門領域に関する教育が計画的に行われ、参加が奨励されていることを評価する。※施設内外を対象

1.4.1　医療安全管理体制が確立している

評価の
考え方

○ 委員会・マニュアルなどの整備、医療安全管理に関する情報の分析と事故防止に向けた活動を評価する。

1.4.2　感染管理体制が確立している

評価の
考え方

○ 委員会設置・マニュアル作成などの感染管理に関する体制が整備、実施されていることを評価する。

1.4.3　安全衛生管理体制（関係法令の遵守）が確立している

評価の
考え方

○ 職員が健康で安心して働くことのできる環境が整備されていることを評価する。

1.4.4　情報の管理体制が確立している

評価の
考え方

○ 情報管理に関する方針を明確にし、活用していることを評価する。※健診に関わる情報を言う

1.4.5　薬剤、診療材料などの管理体制が確立している

評価の
考え方

○ 薬剤、診療材料などの管理が適切に行われていることを評価する。

1.4.6　委託業務の管理体制が確立している

評価の
考え方

○ 委託業者を公正に選定し、委託後の業務管理が適切に行われていることを評価する。

1.5.1　高齢者、障害者への配慮がある

評価の
考え方

○ 高齢者、障害者の受診に際して配慮されていることを評価する。

1.5.2　外国人への配慮がある

評価の
考え方

○ 外国人の受診に関して検討されていることを評価する。

第２領域：受診者中心の良質な健診の実践

2.1.1　企業、保険者との契約を適切に締結、更新している

評価の
考え方

○ 企業、保険者との契約に関する担当者が明確であり、契約を適切に締結、更新されていることを評価する。

2.1.2　予約および受付、健診料金の収受・会計処理が適切である

評価の
考え方

○ 予約・受付・会計業務が組織的且つ合理的に行われていることを評価する。

2.2.1　適切な検査項目を実施している

評価の
考え方

○ 検査項目を適切に選択し、実施されていることを評価する。

2.2.2　受診者の利便性と快適な受診環境に配慮している

評価の
考え方

○ 受診者の要望に応じた利便性や快適な受診環境が整備されていることを評価する。

2.2.3　受診者が安心・安全に検査を受けることができる

評価の
考え方

○ 受診者への十分な情報提供、職員間の共有体制があり、相互理解がされていることを評価する。

2.2.4　検体検査の精度管理体制が確立している

2.2.5　生理・画像などの各種検査の精度管理体制が確立している

評価の
考え方

○ 検査が適切に実施されていることを評価する。

2.3.1　検査結果の判定基準が明確である

評価の
考え方

○ 健診の結果判定に利用する判定基準が明確であることを評価する。

2.3.2　画像などの読影・判定体制が確立している

評価の
考え方

○ 専門的知識を有する医師による読影・判定が行われていることを評価する。

2.3.3　読影や判定について検討する場がある

評価の
考え方

○ 読影・判定について検討する仕組みがあることを評価する。

2.4.1　医療面接・診察の体制が確立している

評価の
考え方

○ 医療面接・診察が適切に実施されていることを評価する。

2.4.2　健診当日の結果説明の体制が確立している

評価の
考え方

○ 内容が適切で、質の高い結果説明が行われていることを評価する。

2.5.1　保健指導の実施体制が整っている

2.5.2　保健指導が実施されている

評価の
考え方

○ 人間ドック健診の結果に基づく指導が実施されていることを評価する。

※機能評価における保健指導の定義　1. 原則、健診当日の結果説明後に行うものとする
　

　　　　2. 指導内容は、当日の健診結果に基づく生活改善指導、次回健診までの目標、受診勧奨、健康相談などを指す。

第３領域：継続的な質改善の取り組み

3.1.1　受診者からの意見・要望の把握体制がある

3.1.2　受診者からの意見・要望に対する改善活動がある

評価の
考え方

○ 受診者の意見を積極的に収集、検討していること、意見に対応し改善活動があることを評価する。

3.2.1　フォローアップ体制が確立している

評価の
考え方

○ 健診の結果をフォローアップする体制があり、確実に実施されていることを評価する。

3.2.2　主に悪性疾患に関する検査のフォローアップを実施している

評価の
考え方

○ 精密検査と判定した症例の指示率、精密検査の実施把握率が適切であることを評価する。

3.2.3　重症化予防のために要治療と判定した症例のフォローアップを実施している

評価の
考え方

○ 重症化予防のために要治療と判定した検査の指示率、実施把握率が適切であることを評価する。

3.2.4　追跡検査・経過観察と判定した症例のフォローアップを実施している

評価の
考え方

○ 追跡検査・経過観察と判定した検査の指示率や経過を適切に把握していることを評価する。

3.2.5　紹介医療機関やかかりつけ医との連携体制がある

評価の
考え方

○ 他の医療機関と適切で有意義な連携が行われていることを評価する。

3.2.6　健診の結果を分析している

評価の
考え方

○ 健診の結果が学術的に検討されていることを評価する。

3.3.1　受診者に有用な情報を提供している

評価の
考え方

○ 受診者に向け有用な情報の提供が行われていることを評価する。

3.3.2　データヘルス、健康経営、産業保健活動を意識して保険者や契約事業所との連携体制がある

評価の
考え方

○ 国や地域、保険者、契約事業所などの実態や要望を把握・検討・対応する体制があることを評価する。

3.4.1　継続的な業務改善に取り組む体制がある

評価の
考え方

○ 常に業務改善に取り組み、施設の質を向上させる姿勢を評価する。

3.4.2　前回指摘事項に対する改善体制が認められる

評価の
考え方

○ 前回指摘事項が改善されていることを評価する。
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参考：追跡検査・経過観察フォローアップ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（翌年・次回受診時の面接や保健指導時に適切に確認できたものも把握数として算出可とする。）

追跡検査・経過観察フォローアップ体制（状況、実態を詳細にご記入下さい）

紹介状お返事内容をヒストリーに反映し次回の面談時の確認資料とする。健診前日に前回健診歴のある方のヒストリー（健診結果

をまとめた用紙）準備。判定E以上ピックアップ、当日の医療面接時、受診済か精査済かなど内容確認し記録する。

追跡検査・経過観察の指示者とは、人間ドックの結果で、生活習慣の改善を行い1年未満（3、6ヵ月後など）の再検査を指示

した者をさします（1年後の健診での経過観察は含まない）。精密検査指示者とは異なり、移転後の実績算出に時間を要する

ことから、「参考」として移転前（前年度）の実績をご報告ください。

算定年度（前年度）

2020年度



検査実施数

(人)　

※1

追跡検査

指示者数

（人）　

※2

追跡検査

指示率

（％）

追跡検査

経過把握数

合計（人）

※

3

内訳

追跡検査

経過把握率

（％）

年内把握①

※4

翌年把握②

※5

※1 検査実施数 ： 一日ドック、ニ日ドックで実施した検査人数を記載。

※2 追跡検査指示者数 ：生活習慣の改善を行い1年未満（3、6ヵ月後など）の再検査指示者数をさす。1年後の経過観察指示者は含まない。

※3 追跡検査経過把握数 ： 上記指示者数のうち、再検査実施、生活改善状況などの経過を1年以内（もしくは次回受診時）に把握できた数をさす。

※4 年内把握 ： 把握数合計のうち、１２カ月未満（年内中）の経過把握者数をさす。

※5 翌年把握 ： 把握数合計のうち、１年後（次回受診時）の経過把握者数をさす。



再検査

経過観察

 糖尿病関連



#DIV/0!



#DIV/0!

 脂質関連



#DIV/0!



#DIV/0!

移転前実績（前年度1年分）
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2-3　専門資格（医師）　

※2-1医師数との整合性を確認

人間ドック認定医

人間ドック健診専門医

認定医・専門医　等

常勤（人）

非常勤（人）

健診施設

専任

または本務

病院

診療所兼務

認定内科医　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

総合内科専門医　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

人間ドック健診指導医

人間ドック健診情報管理指導士（医師のみ）　　　　　　　　　　　　　　

循環器専門医　　　　　　　　　　　　　　　　　

呼吸器専門医　　　　　　　　　　　　　　　　

消化器病専門医　　　　　　　　　　　　　　

消化器内視鏡専門医　　　　　　　　　　

放射線科専門医　　　　　　　　　　　　

検診マンモグラフィ読影認定医師　　　　　　　　　　　　　

産婦人科専門医

乳腺専門医

臨床検査専門医

産業医（日本医師会認定など）　　　　　　　　　　　　　　　　　　

眼科専門医　　　　　　　　　　

超音波専門医

移転後
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ドック従事

常勤換算

③

※5

①＋②＋③

人数

※4

ドック従事

常勤換算

①

※5

人数

　※4

ドック従事

常勤換算

②

※5

2-1　人間ドック健診業務の従事者数 

※1





常勤（人）

※2

非常勤（人）合計（人）

健診施設 専任

または本務 

※3

病院・診療所 兼務

人数

※4

0.00.0

医

師

の

内

訳

内科



 医師合計　　（自動計算）

00.000.00

0.0

外科（外科・乳腺外科）

0.0



0.0

婦人科

0.0

放射線科



0.0

その他の医師



0.0

眼科



0.0

看護師・准看護師

0.0

保健師 

※6



0.0

診療放射線技師

0.0

管理栄養士



0.0

視能訓練士

0.0

臨床検査技師



0.0

その他

0.0

事務職員



0.00.0

 総合計　

00.000.00

移転後
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0

5-1　医師による結果説明

一日ドック

人数人数／受診者
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5-4 保健指導（人間ドック実績）

うち、特定保健指導実施者数

0

　うち、特定保健指導実施者数

指導数/全受診者

#DIV/0!

指導数/全受診者

#DIV/0!

　※健診結果に基づく指導全般（特定保健指導・健康相談・生活指導・受診勧奨　等）

一日ドック二日ドック

保健指導

指導実施数

0

保健指導

指導実施数
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6. 事後管理

6-1　要医療（D判定）フォローアップ

#####



検査実施数

(人)　

※1

要精検数

(人) 

※2

要精検率

（％）

※2

精検受診数

（人）

※3

精検受診率

（％）

※3

精検受診率

平均（％）

※5

0

#DIV/0!

　 

上部消化管内視鏡

 

※4



0



0

要精密検査

（D2）

　上部消化管X線



0



　便潜血



0



0



　胸部X線



0



0

　マンモグラフィ

0

　子宮頸部細胞診



0



0



0



0

　乳房超音波



0



#DIV/0!

 　

心電図



0



0

 　

腹部超音波



0



0



要治療

（D1）

 　

血圧



0



0

#DIV/0!

 　

糖尿病関連

 　

眼底



0



0



0



0

 　

脂質関連



0



0



移転後３ヶ月分（調査票p6の算定期間と合わせる）
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参考：追跡検査・経過観察フォローアップ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（翌年・次回受診時の面接や保健指導時に適切に確認できたものも把握数として算出可とする。）

追跡検査・経過観察フォローアップ体制（状況、実態を詳細にご記入下さい）

紹介状お返事内容をヒストリーに反映し次回の面談時の確認資料とする。健診前日に前回健診歴のある方のヒストリー（健診結果

をまとめた用紙）準備。判定E以上ピックアップ、当日の医療面接時、受診済か精査済かなど内容確認し記録する。

追跡検査・経過観察の指示者とは、人間ドックの結果で、生活習慣の改善を行い1年未満（3、6ヵ月後など）の再検査を指示

した者をさします（1年後の健診での経過観察は含まない）。精密検査指示者とは異なり、移転後の実績算出に時間を要する

ことから、「参考」として移転前（前年度）の実績をご報告ください。

算定年度（前年度）

2020年度



検査実施数

(人)　

※1

追跡検査

指示者数

（人）　

※2

追跡検査

指示率

（％）

追跡検査

経過把握数

合計（人）

※

3

内訳

追跡検査

経過把握率

（％）

年内把握①

※4

翌年把握②

※5

※1 検査実施数 ： 一日ドック、ニ日ドックで実施した検査人数を記載。

※2 追跡検査指示者数 ：生活習慣の改善を行い1年未満（3、6ヵ月後など）の再検査指示者数をさす。1年後の経過観察指示者は含まない。

※3 追跡検査経過把握数 ： 上記指示者数のうち、再検査実施、生活改善状況などの経過を1年以内（もしくは次回受診時）に把握できた数をさす。

※4 年内把握 ： 把握数合計のうち、１２カ月未満（年内中）の経過把握者数をさす。

※5 翌年把握 ： 把握数合計のうち、１年後（次回受診時）の経過把握者数をさす。



再検査

経過観察

 糖尿病関連



#DIV/0!



#DIV/0!

 脂質関連



#DIV/0!



#DIV/0!

移転前実績（前年度1年分）


